青風荘　　フェイスシート

平成18年　10月　9日　担当：小坂

	入　所　者
	氏　名　　五日市　　公　　様　　　　　男・　女　　昭和19年　3月　8日生（　62歳）

	
	〒　　　　　　住　所　　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　　電話　0178－27－7658

	
	病　　名
	てんかん精神病
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	S44年2月頃（25歳）
	罹 患 期 間
	約　37年　

	
	入院回数
	　　3回
	延べ入院年数
	約　36年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　　）
	外来受診日
	土曜日（2週　1回）

	医療区分
	　（　国民健康保険　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　　級）

	経済状況
	基礎年金　　1級　　　（月額　　円）　

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホ－ム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ　18年　6月　6日
	身長
	163cm
	体重
	60.4ｋｇ

	最終学歴
	金田一中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	農業・日雇い労働（東京トラック事業19歳頃）

	保　護　者
	氏　　名　五日市　一男　様　　　　　　　　　続柄　兄　　　（同居　・否）

	長期目標

　施設での日常生活などを通して、生活能力の向上・維持を図っていく。

	入院・治療歴

　　　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　　　　医療機関名

１　　S44年　　4月　～　S44年　　5月　　　入院　　　　　　　　　一戸病院

２　　S45年　　2月　～　S14年　　2月　　　入院　　　　　　　　　青南病院

３　　H14年　　2月　～　S14年　　3月　　　入院　　　　　　　　　八戸市民病院

４　　H14年　　3月　～　H18年　　6月　　　入院　　　　　　　　　青南病院



	生活歴

　二戸市にて同胞5名の第3子として出生。小学校2年生時より、年に数回てんかん発作があった。中学校卒業時、盛岡医科大学病院受診し、てんかんと診断される。服薬するが、時折発作があった。S44年2月頃てんかん発作により火傷、一戸療養所（精神科）へ入院（S44.4～S44.5）。退院後、てんかん発作はなく経過していたが、S45.2頃より、奇異な行動・滅裂言動があり、当院初回の入院（S52.2.4～H14.2.10）入院中、精神運動発作・気分不安定・爆発性があり、他者とのトラブルがあった。H14.2.10急性気管支炎・ナトリウム血症にて八戸市民病院へ転院（H14.2.10～H14.3.1）。身体症状改善し、精神科での継続治療必要な為、H14.3.1当院へ転院となる。H18.6.6退院となり、そのまま青風荘へ入所し現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　両親と姉は亡くなっている。他の弟妹は東京に住んでおり、月1回程度、兄（一男氏）が面会に来ている。兄は退職しているが、腎臓の手術をし、現在通院中である。本人は兄に生活の大部分を委ねており、今回の施設入所も兄がよければ入所すると話している。H18.9より青風荘へ住所変更した際、年金も本人管理となっている。



（青風荘）

処遇検討症例（五日市　公　様）
平成　18年　10月　8日（月）小坂
	氏　名
	　　五日市　　公　様
	男・女
	生年月日
	　昭和19年　3月15日（　62歳）


プラン計画者　氏名：　小坂　和子

	問題点
	介入方法

	1 着替えたがらず、同じ服を着ている。

清潔感がない。
	・定期的に部屋を訪問し季節に合わせた衣類の助言をする。

・定期的に洗濯の声かけをする。

	2 自分から他者と交流を持つことが少ない。

　（声かけにも、私はいいですと消極的である。）

	・デイナイトケアを利用し交流の場を設ける。
・興味・関心（計算など）のある話題を提供し、コミュニケ－ションを図る。

	3 人間関係に於いてストレスを溜めやすい。

　（他者に言われた事をいつまでも気にかけて悩む）

	・イライラ感を訴えた場合は、その都度職員に話せるように援助する。

	


次回会議予定　H18年　月　日（月）　青山荘地域交流活動室

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	· デイナイトケアでは特に問題なく通所されています。プログラムでは特に計算問題を得意としているようで熱心に取り組んでいます。計算問題が解けると笑顔で見せに来られ表情良くされています。夕食後にレストランから帰る際、列から離れ走るようにして歩いており、危ないため注意したことで「私にばかり言う。」と不満を言われることがあり、面談おこなっています。

· 入所当時よりは慣れた様子が見られ、入浴時には入浴順番のジャンケンの仲間入りに参加して入浴されています。また、必要に於いて自分から聞くことも出来ています。その際、着替えする様子が見られないため声かけしています。余暇時はテレビを観られたり読書したりしていますが、途中より居眠りしていることが多く見られます。
· 外来受診はスタッフ付添いで通院していて問題ありません。服薬に関しては自己管理しており、服薬時はスタッフに確認を取っています。
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